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多胎妊娠は単胎妊娠と何が違うか
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少子化が進む一方で,多胎児の出産率は不妊

治療の影響により逆に上昇傾向がみられ,多胎

出産率が横這い傾向を示した1951年から1968年

を基準にすると1997年では双子で1.3倍,三つ

子で4.7倍,四つ子で13倍も増加 し1),地域の

保健福祉施設において無視できない数へと激増

している｡

多胎妊娠は単胎妊娠より母体-の影響も大き

く2-4),乳児死亡率も高いことが報告されてお

りl),多胎は母子ともに様々な危険にさらされ

ている5)｡ さらに,出産後も多くの問題をかか

えており6-16),多胎児では幼児虐待の発生率も

単胎児に比べかなり高い17,18)｡

国は,21世紀における母子保健の取り組みと

して ｢健やか親子21｣を推進しているが,この

ためにも多胎児育児支援の充実は緊迫の課題で

ある｡ 多胎児家庭に対する育児支援策として,

国は育児のノウハウを紹介した小冊子の配布

と,平成12年度からはベビーシッターを派遣す

る双生児家庭訪問事業をスタートさせている｡

しかし,これらの支援策は十分機能していると

は言い難いのが現状である｡この原因として,

事業そのものの広報不足やサービス内容の不十

分さ,ならびに保健 ･福祉サイドの認識不足や

情報不足もあるものと推察される｡ 本報では,

多胎児家庭-の支援の必要性をより明確にする

ために,多胎妊娠と単胎妊娠の違い,および多

胎児家庭と単胎児家庭の育児問題の相違を現在

までに報告された多胎に関する研究から概説す

る｡

Ⅰ.単胎妊娠と多胎妊娠との違い

単胎妊娠と多胎妊娠の違いを検討するには,

母児両面からの分析が可能であるが,本報で

は,母体側からみた相違点を中心に取 り上げ

る｡

1)分娩週数

単胎妊娠の分娩週数は,妊娠満39-40週に

ピークがある｡ これに対して,双胎妊娠では妊

娠満37-38週,品胎 (三つ子)妊娠では妊娠満

34-36週が分娩のピークとなっている5)｡ 一

方,分娩週数ごとの死産児割合をみると,単胎

妊娠では妊娠満39-40週で死産児割合が最も低

くなり,双胎妊娠では妊娠満37-38週,品胎妊

娠では妊娠満35-36週で死産児割合が最低とな

る5)｡ このように,実際に最も多く生まれる分

娩週数と,死産児割合が最低となる分娩週数と

が単胎,多胎それぞれほぼ一致することから,
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35 37妊娠過数(week)図1 双胎妊娠 ･品胎妊娠における子宮底長の変化

多胎妊娠の最適妊娠期間は単胎妊娠の正期

産とは異なっている

と指摘されている5)｡2)子宮底長の変化

単胎妊娠では,妊娠末期になると子宮底長は

およそ 35cm に達する｡これに対 して,図 1に

示すように,双胎妊娠では妊娠満37週で 40c

m に達し,単胎妊娠の子宮底長に比べ約 5cm高く

なる3)｡さらに,品胎妊娠では妊娠満36週で

46-47cm に達 し,単胎妊娠の子宮底長よりも約 11-12｡m も高くなる3)｡ このように子

宮底長の変化だけをみても,多胎妊娠は単胎妊

娠よりも母体に大きな負荷がかかっていること

は容易に想像できる｡3)母体体重の変化

単胎妊娠では,母体体重の管理は妊婦ならび

に胎児の健康維持のために重要であることが数多くの研究から指摘されている19-22)｡ 一方,

多胎妊娠は胎児が複数であることや妊娠週数が

短いことなどから,多胎妊娠における母体体重

の増加量

は単胎妊娠の増加量とは異なっている2)｡

単胎妊娠では,胎児の子宮内発育と母体の栄

養状態には密接な関係があり,母体の体重増加

は新生児の出生体重と相関することが報告されている19)｡双胎妊娠 ･品胎妊娠においても分

娩時母体体重増加量と児の出生体重は相関する

ことが明らかとなっており,母体体重増加量が

大きいほど双子や三つ子の出生体重も増加する傾向がある2)｡ しかしながら,母体体重が増加

しすぎると妊娠中毒症が発生しやすくなり,反

対に少なすぎると極低出生体重児の発生が多くなることも判明している2)｡ 加えて,双胎妊娠

や品胎妊娠において妊婦の妊娠前の体格は分娩

時母体体重増加量と関連が認められ,妊娠前の

体格を加味してそれぞれ指導する必要があることも明らかとなっている2,5)｡細かな指標に関

しては,さらなる解説が必要となるため,他稿に譲るが5),多胎妊娠中の妊婦を指導する立場

にある保健関係者はこれらの情報

を把握した上で指導に当た

る必要があろう｡4)妊婦の心理面での相違

著者らの調査では,妊娠が分かったときに殆

ど嬉しくなかった,あるいは全く嬉しくなかっ

たと答えた者は,単胎児の母親では1.6%で

あったのに対し,双子の母親,ならびに三つ子の母親ではそれぞれ20%近くの母親が多胎妊娠

を知ったときに殆ど喜びを感じ

なかったことが明らかとなっている21)｡

さらに,妊娠を知ったときの不安の程度につ

いては,単胎児の母親では非常に不安,あるいは

不安と回答 した者は24.9%であったのに対し,

双子の母親では57.0%,三つ子の母親では66.7%が非常に不安,あるいは不安と回答して

おり,双子 ･三つ子の母親の半数以上が強い不安を感じていたことも判明している19)｡ 妊娠

時点から,多胎児の母親は妊娠した喜びを感じ

ない者が2割近くおり,かつ不安が強い者が6

割から7割に上っ
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事者として留意すべき点である｡

以上のように,多胎妊娠中の妊婦に対 して

は,単胎妊娠中の妊婦と同じ内容の保健指導で

は,適切な指導が行えないことは言うまでもな

い｡しかしながら,多胎妊娠中に適切な指導あ

るいは情報を得ている母親は稀であり,多胎に

関する適切な情報提供のできる人材育成も必要

である｡

Ⅱ.多胎出産後の育児問題の相違

多胎出産後も多胎児家庭では単に子どもの数

が多いだけでなく,多くの問題をかかえている

場合が少なくない｡

1)低出生体重

単胎児の出生体重はおよそ 3,000gである

が,双子の出生体重はおおよそ 2,500g前

後で,三つ子 はお よそ 1,700-1,800gであ

る5,15)｡ また,低出生体重児として出生する単

胎児は5.6～7.0%であるのに対し,双子では約

50%,三つ子では約95%が低出生体重児として

出生 しており15),三つ子はほとんどが低出生

体重児 として出生する｡ さらに,三つ子の

24.4%,およそ4人に1人が 1,500g未満の極

低出生体重児として出生することも判明してい

る15)｡

このように低体重で小さく生まれた児は母乳

の飲みも悪く,母親に育てにくい子として認識

されやすい｡多胎児家庭では,そのような低体

重児が複数いることで,母親の育児負担は技術

的にも非常に困難なものとなる｡多胎児家庭の

育児問題は,子沢山の単胎児家庭の育児問題と

は質的に異なっているのである｡

2)高い障害児の発生率と集積性

国際的に唯一出生人口に基づいた脳性麻痔の

レジストリーを実施しているオーストラリアの

調査27)では,単胎児の0.16%,双子の0.73%,

三つ子の2.79%が脳性麻痔であったと報告して

いる｡著者らの調査においても脳性麻痔の発生

率は,双子,三つ子ともオーストラリアの報告

とほぼ類似した値を示している5,9,14)｡ 四つ子

以上の報告は国際的にみてもほとんど認められ

ないが,著者らの調査では11.1%とさらに脳性

麻痔の発生率が高くなっていた9)｡

また,双子および三つ子における障害児の発

生には集積性が認められ,1組中 1人が障害児

であった場合,他児 (多胎児)も障害が発生す

る危険性はさらに高 くなる1())｡ このように多

胎では障害児の発生率が高く,加えて複数の障

害児が発生する危険性も高いため,多胎児家庭

において障害児の問題 は非常 に深刻であ

る… 0)｡ 障害のある多胎児をかかえる母親は,

健康状態も悪化 しており12-13),障害のある多

胎児をかかえる家庭には,さらなる公的サービ

スの拡充が望まれる｡

3)育児環境上の問題

単胎出産の場合でも,通常新生児の頃は3時

間ごとの授乳などで母親は睡眠不足に陥りやす

い｡それが多胎児の場合,同時に複数の乳児を

育てるために,事態はさらに深刻となる｡ 表 1

に示すように,1歳未満の双子をかかえる母親

では睡眠時間が6時間程度,その半数が夜間2

回以上起きており,三つ子の母親においては睡

表 1 双子 ･三つ子の年齢階級別母親の睡眠状態

双 子 つ

子0 歳 1 歳 2 歳 3歳以上 0 歳 1 歳

2 歳 3歳以上睡眠時間a)夜間起きる回数ー')2回未満 6.ll 6.46 6.71 6.50 5.48

6.35 6.50 6.22±1.08 ±1.06 ±0.69 ±1.04 ±1.

34 ±1.00 ±0.99 ±0.74***50.0 51.9 7

0.6 75.9 26.1 52.2 63.2 72.0*2回以上 50.0 48.1 29.4 24.1 73.9 47.8 36.8 2
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眠時間が5時間半程度で,夜間2回以上起きる

者が約75%と,三つ子の母親はさらに重度の睡

眠不足に陥っている7)｡

乳児期の多胎児をかかえる母親の場合,この

ような睡眠状態の悪化が授乳等のために1年近

く継続することもあり得る｡ さらに,6歳まで

の多胎児をもつ母親と6歳までの単胎児をもつ

母親を比べても,多胎児の母親は単胎児の母親

より睡眠状態が悪化している6)｡

また,このような睡眠不足の影響もあるもの

と推察されるが,多胎児をかかえる母親は単胎

児の母親よりも心身両面で疲労しており6,7),

睡眠状態の悪化と併せて留意すべきである｡

4)多胎児-の偏愛と幼児虐待

多胎児は,単胎児よりも被虐待児になる危険

が高く,多胎児は幼児虐待のハイリスクグルー

プとして位置づけられてきた24-26)｡ わが国に

おける双子の虐待では,双子双方に対する虐待

よりもむしろ双子のどちらか一方の児のみを虐

待する場合が大半を占め,しかもその加害者は

実母がほとんどである24)｡ さらに,これら一

方の児を虐待している家庭では親の愛情の偏り

が共通して存在していることが指摘されてお

り24),親の愛情の偏 り,すなわち偏愛は一方

の児への虐待へと発展する危険性を秘めてい

る｡

多胎児家庭における児-の偏愛の発生にはさ

まざまな要因が関与するが,母親の健康状態の

悪化,睡眠状態の悪化および心身両面で疲労感

が強い場合に生じやすい5,17,18)｡ また,多胎児

の中に障害児がいる場合も偏愛が生じる危険が

高くなる18)｡ このような状態に陥ると,母親

は一方の児を可愛がれないと感じると同時に,

時には自分自身をも責め,思い悩むことも少な

くない｡幼児虐待-と至らしめないためにも,

専門的知識を持った保健 ･医療 ･福祉関係者の

サポートが不可欠である｡

お わ り に

保健所や保健センターでは,多胎児の母親

を妊娠中からすべて把握することができるた

め,多胎妊娠中の保健指導から出産後の育児

支援まで一貫 したサービスの提供が可能であ

る｡ 著者は,これまで実施してきた研究を踏ま

え2-19･23),現在保健所と連携して地域における

多胎児支援のための事業を展開しつつある｡ 今

後,これらの事業の効果も検証し,公的支援の

輪を拡充していきたい｡
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